
 
 

電
波
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議 

 

政
府
は
、
本
法
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
そ
の
実
現
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。 

 

一
、
周
波
数
共
用
の
実
用
化
に
当
た
っ
て
は
、
既
存
の
無
線
局
免
許
人
が
過
度
な
負
担
・
不
利
益
を
被
る
こ
と
が
な
い
よ
う
十

分
配
慮
し
、
無
線
局
情
報
の
適
正
な
管
理
や
混
信
の
防
止
等
に
万
全
を
期
す
こ
と
。 

 

二
、
周
波
数
の
経
済
的
価
値
を
踏
ま
え
た
割
当
制
度
の
運
用
に
当
た
っ
て
は
、
評
価
額
の
高
騰
に
よ
る
設
備
投
資
の
遅
延
な
ど
、

電
波
の
有
効
利
用
を
阻
害
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
各
審
査
項
目
を
総
合
的
に
評
価
す
る
こ
と
。 

 

三
、
特
定
基
地
局
の
開
設
指
針
の
策
定
及
び
同
指
針
に
基
づ
く
審
査
に
当
た
っ
て
は
、
公
平
性
・
透
明
性
を
確
保
す
る
こ
と
。 

ま
た
、
特
定
基
地
局
開
設
料
の
使
途
に
つ
い
て
は
、
電
波
の
公
平
か
つ
能
率
的
な
利
用
を
確
保
す
る
電
波
法
の
趣
旨
に
鑑

み
、
最
大
限
効
率
的
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
適
正
化
を
図
る
と
と
も
に
、
電
波
利
用
料
と
同
様
に
、
そ
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

公
表
す
る
な
ど
の
透
明
化
を
図
る
こ
と
。 

 

四
、
技
術
基
準
不
適
合
機
器
の
流
通
を
抑
止
す
る
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト
等
に
お
け
る
流
通
の
実
態
を
引

き
続
き
注
視
し
、
必
要
に
応
じ
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
。
ま
た
、
当
該
機
器
の
流
通
の
抑
止
を
実
効
性
の
あ
る
も
の
と
す
る

た
め
、
総
務
省
職
員
の
増
員
な
ど
必
要
な
技
能
を
有
す
る
人
員
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
。 

 

五
、
衛
星
基
幹
放
送
の
受
信
環
境
整
備
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、
令
和
四
年
三
月
末
ま
で
に
確
実
に
完
了
す
る
よ
う
、
必
要
な

措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

 

令

和

二

年

四

月

十

六

日 

参

議

院

総

務

委

員

会 



 

六
、
公
共
用
無
線
の
高
度
化
に
つ
い
て
は
、
当
該
高
度
化
を
促
す
た
め
の
財
政
措
置
等
に
万
全
を
期
す
と
と
も
に
、
新
た
に
電

波
利
用
料
を
徴
収
す
る
公
共
用
無
線
局
の
範
囲
を
政
令
で
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
各
無
線
局
の
特
性
や
財
政
措
置
等
の
状

況
を
適
切
に
反
映
す
る
こ
と
。
ま
た
、
公
共
用
周
波
数
の
割
当
て
・
用
途
の
開
示
を
進
め
る
こ
と
。 

 

七
、
地
上
波
放
送
の
電
波
の
有
効
利
用
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
国
民
・
視
聴
者
な
ど
の
意
見
を
十
分
に
踏
ま
え
て
検
討
す
る

こ
と
。 

  
 

右
決
議
す
る
。 


